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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
承
知
の
よ
う
に
、北
海
道

文
教
大
学
後
援
会
は
、文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
の
皆

様
相
互
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
会
費

収
入
に
よ
り
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。後
援
会
と
し
て
は
、

微
力
な
が
ら
大
学
と
の
連
携
を
密
に
と
り
連
帯
を
強
め
、会
員
の
皆

様
に
は
活
動
内
容
が
見
え
て
理
解
で
き
る
後
援
会
事
業
を
展
開
す
る

中
で
、大
学
の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は
、地
方
都
市
と
い
う
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
、進
学
校
と
い
わ
れ
る
高
校
か
ら
の
学
生
が
多
数
入
学
し
、優

秀
な
人
材
が
実
学
に
励
み
、今
年
も
多
数
の
国
家
資
格
合
格
や
就
職

者
を
輩
出
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、鈴
木
武
夫
学
長
以
下
、理
事
者
・
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、優
秀
な
学
生
を
社
会
に
輩
出
す
べ
く
日
々
邁
進

し
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し
て
き
た
成
果
の
表
れ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。後
援
会
と
し
て
は
、学
生
・
大
学
・
後
援
会
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
北
海
道
文
教
大
学
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
し
、学
生
た

ち
に
安
心
し
て
学
生
生
活
が
送
れ
る
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、大

学
と
足
並
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
後
援
会
事
業
を
展
開
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
は
、後
援
会
事
業
の
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、会
員
の
皆
様

に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、現
状
を
伝
え
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
１
９
年
度
か
ら
開
始
し
て
今
回

で
１
１
号
の
会
報
と
な
り
ま
す
。本
号
で
は
、会
員
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
た
い
事
柄
や
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）平
成
２
５
年
度
　
後
援
会
総
会
に
つ
い
て

　
平
成
２
４
年
度
よ
り
、入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説
明
会
が

あ
り
、総
会
は
こ
れ
が
終
了
し
た
後
に
開
始
と
な
り
、参
加
者
が
例
年

よ
り
減
り
ま
し
た
。昨
年
は
申
込
予
定
数
よ
り
参
加
者
が
２
７
名
と

少
な
か
っ
た
が
、今
年
度
は
４
１
名
と
増
え
、ご
出
席
さ
れ
た
各
々
が

後
援
会
活
動
に
対
し
て
関
心
が
高
く
、活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
４
月
６
日（
土
）１
３:

３
０
〜
１
４:

４
０

◎
会
　
場
　
　
北
海
道
文
教
大
学
　
本
館
2
階
　
大
講
堂

◎
参
加
者
　
　
参
加
者
４
１
名
、委
任
１
４
１
６
人
＝
１
４
５
７
人
／

　
　
　
　
　
　
会
員
総
数
２
４
５
８
名（
総
会
成
立
５
９.

３
%
）

　
　
　
　
　
　
役
員
５
名（
遠
山
会
長
・
石
山
副
会
長
・
木
村
副
会
長

　
　
　
　
　
　
・
佐
藤
監
査
・
武
永
監
査
）

◎
議
　
事
　
　（
１
）平
成
２
４
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
２
）平
成
２
４
年
度
決
算
報
告
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
３
）平
成
２
５
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
４
）平
成
２
５
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
５
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
会
則
」の
改
定
に
つ
い
て
、

（
２
）第
１
回
役
員
会
に
つ
い
て

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
６
月
７
日（
金
）１
８:

１
０
〜
１
９:

４
５

◎
会
　
場
　
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
別
館
４
階（
ひ
な
げ
し
）

◎
参
加
者
　
　
後
援
会
理
事
１
５
人
　
学
校
理
事
４
人
　
計
１
９
人

　
　
　
　
　
　
／
２
７
人

◎
次
　
第
　
　
１
開
会
の
辞
、２
後
援
会
会
長
挨
拶
、３
役
員
自
己
　

　
　
　
　
　
　
紹
介(

名
簿
順
に
出
席
者
１
９
人)

、

◎
議
　
題
　

・
報
告
事
項

　
　
　
　
　
　（
１
）平
成
２
５
年
度
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て
、（
２
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
慶
弔
内
規
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、（
３
）「
課
外
活
動
に
対
す
る
助
成
」に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て
、（
４
）そ
の
他
　
特
に
意
見
な
し

・
審
議
事
項

　
　
　
　
　
　（
１
）役
員
の
選
出
に
お
け
る
交
代
者
の
選
出
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て（
２
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
旅
費
内
規
」の

　
　
　
　
　
　
制
定
に
つ
い
て（
３
）平
成
２
５
年
年
度
北
海
道
文
教

　
　
　
　
　
　
大
学
後
援
会
事
業
等
計
画
に
つ
い
て
検
討
。（
４
）キ

　
　
　
　
　
　
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て（
５
）ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
選
任
に
つ
い
て（
６
）そ
の
他⇒

　
　
　
　
　
　

＊
大
学
側
か
ら
後
援
会
へ
検
討
依
頼
あ
り
。

①
後
援
会
文
庫
予
算
に
つ
い
て

②
学
生
指
導
助
成
予
算
に
つ
い
て

（
３
）平
成
２
５
年
度「
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」に
つ
い
て

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
７
月
１
２
日（
金
）１
２:

０
０
〜
１
４:

５
０

◎
会
　
場
　
　
北
海
道
文
教
大
学
本
館（
６
号
館
）1

階
大
会
議
室

◎
出
席
者（
後
援
会
）

　
　
　
　
　
　
石
山
会
長
・
藤
田
副
会
長
・
武
永
副
会
長
・
木
村
監
査

　
　
　
　
　
　
・
大
原
監
査
・
北
林
理
事
・
田
島
理
事
・
佐
々
木
理
事
・

　
　
　
　
　
　
村
上
理
事（
９
人
）

　
　
　
　
　
　（
大
　
学
）　
浅
見
局
長
・
荻
根
澤
局
次
長
・
佐
藤
財

　
　
　
　
　
　
務
部
長
・
曽
我
教
授
・
大
藤
次
長（
５
人
）計
１
４
人

◎
会
長
挨
拶
　

　
　
　
　
　
　
・
後
援
会
及
び
大
学
か
ら
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
い

　
　
　
　
　
　
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
生
た
ち
の
様
子
を
直
か

　
　
　
　
　
　
に
見
学
し
、快
適
な
環
境
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す
。必
要
な
も
の
が

　
　
　
　
　
　
あ
れ
ば
大
学
側
と
協
議
し
て
設
置
す
る
な
ど
し
て
い

　
　
　
　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
、こ
こ
で
学
生
達
の
た
め
に
大

　
　
　
　
　
　
学
側
と
係
わ
れ
る
の
も
、文
教
大
学
に
入
学
し
て
く

　
　
　
　
　
　
れ
た
子
ど
も
が
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
思
い
、大
学
・

　
　
　
　
　
　
学
生
・
後
援
会
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、全
て
の
事
業

　
　
　
　
　
　
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
内
　
　
容
　

　
　
　
　
　
　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認⇒

（
１
）学
校
側
か
ら
後
援
会

　
　
　
　
　
　
へ
の
要
望
提
案
、（
２
）キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、（
３

　
　
　
　
　
　
）報 

告 

会
、（
４
）伝
達
・
確
認
事
項
、（
５
）そ
の
他

　
　
　
　
　
　
・（
１
）学
校
側
か
ら
後
援
会
へ
の
要
望
提
案
あ
り

　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
が
９
０
％
を

　
　
　
　
　
　
超
え
て
い
る
。W

i-
f i

環
境
を
整
え
た
い
。国
家
試
験

　
　
　
　
　
　
対
策
な
ど
勉
強
や
調
査
へ
の
支
援
の
た
め
だ
が
、一
方

　
　
　
　
　
　
で
情
報
管
理
の
必
要
性
あ
り
、要
検
討
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
・（
２
）キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ（
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
本
館(

６
号
館
：
展
望
、茶
室)

↓
鶴
岡
記
念
図
書
館(

　
　
　
　
　
　
司
書
説
明)

↓
学
生
食
堂[

昼
食]

↓
大
学
会
館(

更
衣

　
　
　
　
　
　
室)

↓
２
号
館(

作
業
療
法
学
科)

↓
３
号
館(

理
学
療

　
　
　
　
　
　
法
学
科)

↓
体
育
館
↓
サ
ー
ク
ル
会
館(

学
友
会
：
委

　
　
　
　
　
　
員
長
挨
拶)

↓
野
外
グ
ラ
ン
ド
↓
５
号
館(

看
護
学
科

　
　
　
　
　
　)

↓
８
号
館(

こ
ど
も
発
達
学
科)

↓
１
号
館(

健
康
栄

　
　
　
　
　
　
養
学
科)

　
　
　
　
　
　
・（
３
）報 

告 

会⇒

参
加
役
員
よ
り
気
づ
い
た
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
ど
を
発
表
し
、大
学
側
と
の
意
見
交
換
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
更
衣
室
の
通
路
や
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
、広
く
学
生

　
　
　
　
　
　
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聞
く「
改
善
箱
」や「
投
書
箱
」の

　
　
　
　
　
　
か
わ
り
に
一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
と
、き
れ
い
な
環
境
、充
実
し
た
設
備
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
で
学
生
生
活
を
送
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
感
、本

　
　
　
　
　
　
事
業
に
参
加
し
役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
か
っ

　
　
　
　
　
　
た
、誇
り
を
も
っ
て
受
験
を
控
え
る
高
校
生
や
そ
の
保

　
　
　
　
　
　
護
者
に
文
教
大
学
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
等
の
声
が

　
　
　
　
　
　
上
が
っ
た
。ま
た
、学
生
会
館
前（
コ
ン
ビ
ニ
前
）の
イ
ス

　
　
　
　
　
　
の
老
朽
化
の
改
善
や
、野
外
の
イ
ス
の
増
設
、吹
奏
楽

　
　
　
　
　
　
部
の
楽
器
の
適
切
な
管
理
、図
書
館
や
食
堂
な
ど
人

　
　
　
　
　
　
の
集
ま
る
場
所
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
等
、前
向
き
な
意

　
　
　
　
　
　
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、大
学
施
設
及
び
学
内
に
お
け

　
　
　
　
　
　
る
学
生
の
様
子
を
見
、聞
き
、知
る
こ
と
で
、施
設
の

　
　
　
　
　
　
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
認
識
し
事
業
計
画
に

　
　
　
　
　
　
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、単
に
見
学
会
と
い

　
　
　
　
　
　
う
類
い
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
・（
４
）伝
達
・
確
認
事
項
、そ
の
他

　
　
　
　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
１
０
月
１
１
日(

金)

１
０
時
〜
１
３
日(

日)

　
大
学
祭

　
　
　
　
　
　（
恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　
　
　
　
　
１
０
月
１
３
日(

日)

１
０
時
〜
　
父
母
懇
談
会（
恵
庭
）

　
　
　
　
　
　
１
１
月
１
０
日(

日)

１
７
時
〜
　
第
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ（
札
幌
）

　
　
　
　
　
　
１
２
月
５
日(

木)

１
８
時
〜
　
第
２
回
後
援
会
役
員

　
　
　
　
　
　
会（
札
幌
）

　
以
上
、報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
冒
頭

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、本
会
報
に
会
員
の
皆
様
に
後
援
会
活
動
を

お
知
ら
せ
し
て
ご
理
解
、ご
協
力
を
得
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。是
非
、ご

一
読
頂
き
後
援
会
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い

。そ
れ
ら
を
後
援
会
事
業
に
反
映
さ
せ
て
事
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

後
援
会
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
の
で
、活
動
に
行
き
届
か
な
い
点
が

多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
一
緒
に
後
援
会

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。な
か
な
か
役
員
の
成
り
手
が
お
り
ま

せ
ん
の
で
、学
生
の
た
め
に
も
次
年
度
に
向
け
て
是
非
ご
検
討
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　

　
最
後
に
、会
員
の
皆
様
に
は
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、今
後
と
も
後
援

会
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
な
お
一
層
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
平
成
二
十
五
年
度
の
後
援
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
」

　北
海
道
文
教
大
学
の
大
学
祭
は
今
年
で
十
五
回
を
数
え
、大
学
祭
実
行

委
員
会
は「
紡
ぎ
〜
今
ま
で
と
そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
」を
テ
ー
マ
に
、今
ま
で

大
学
祭
で
得
た
も
の
に
新
し
い
事
を
取
り
入
れ
、更
な
る一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
く
。そ
れ
と
と
も
に
、様
々
な
人
と
繋
が
り
、そ
の
絆
を
紡
ぐ
こ
と
で
こ
れ

か
ら
の
大
学
祭
に
活
か
せ
る
よ
う
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。父
母
の
方
々
、

地
域
の
方
々
、本
学
学
生
、大
学
祭
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
方
が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。お
時
間
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
と
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
学
生
た
ち
の
活
気
に
溢
れ
た
大
学
祭

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

　程

十
月
十
一・
十
二
・
十
三
日（
金
・
土
・
日
）

※

一
般
公
開
は
十
二
・
十
三
日（
土
・
日
）

場

　所

北
海
道
文
教
大
学

恵
庭
市
黄
金
中
央
五
丁
目
一
九
六
番
地
の一

０
１
２
３（
３
４
）０
０
１
１

時

　間

十
二
日（
土
）十
時
〜
二
十
一
時

十
三
日（
日
）十
時
〜
十
九
時
三
十
分
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　後
援
会
の
会
報
の
発
刊
も
、
十
一
号
目
を
数
え
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
間
の
後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に

対
し
ま
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　本
学
も
開
学
以
来
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

順
調
な
歩
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
旺
盛
な
気
力
で

勉
学
を
積
み
重
ね
る
学
生
諸
君
の
力
、
力
強
く
支
え
て
く
だ
さ

る
保
護
者
家
族
の
皆
様
の
力
、
真
摯
な
努
力
を
惜
し
ま
な
い
教

職
員
の
力
、
そ
し
て
大
き
く
包
み
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
地
域
社

会
の
皆
様
の
力
と
い
う
四
つ
の
力
の
総
結
集
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
心
に
深
く
銘
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　先
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
再
認
識
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
性
を
持
ち
な
が
ら
解

決
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
新
し
い
成
長
政
策

の
模
索
、
財
政
の
健
全
化
、
少
子
高
齢
化
、
介
護
医
療
問
題
、

住
民
福
祉
の
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
す
。

　そ
の
状
況
の
中
で
地
域
の
社
会
か
ら
地
域
に
存
在
す
る
大
学

へ
の
期
待
を
集
約
し
て
み
ま
す
。

　そ
れ
は
、
①
地
域
の
総
合
的
研
究
集
団
と
し
て
の
役
割
、
②

地
域
が
高
度
情
報
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
誘
導
的
役
割
、
③

高
度
な
知
識
技
術
の
提
供
と
人
材
育
成
の
役
割
、
④
地
域
の
知

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　本
学
は
こ
れ
ま
で
も
社
会
人
入
学
制
度
や
科
目
等
履
修
生
制

度
に
よ
り
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
を
図
り
、
大
学
図
書
館
等

の
大
学
施
設
を
開
放
し
、
多
岐
に
わ
た
る
公
開
講
座
の
提
供
な

ど
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
期
待
に
で
き
う
る
限
り
に
応
え
る
取

組
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　今
後
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
皆
様
に
貢

献
す
る
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
次
の
観
点
が
必
要

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　①
知
識
移
転
・
教
育
研
究
情
報
の
発
信
推
進
の
た
め
の
組
織

体
制
の
強
化
、
②
知
的
資
源
を
地
域
に
役
立
て
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
化
と
技
術
指
導
方
法
の
具
現
化
、
③
地
域
自
治
体
の
政
策

立
案
や
各
種
調
査
活
動
の
双
方
向
的
な
積
極
的
展
開
、
④
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
学
生
教
職
員
が
地
域
社
会
と
の
連
携
と
協
力

体
制
の
強
化
に
努
め
る
意
識
の
推
進
、
⑤
地
域
社
会
と
の
連
携

や
協
働
を
通
し
て
得
た
成
果
を
互
い
に
評
価
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
互
い
の
人
間
的
成
長
を
確
認
す
る
姿
勢
な
ど
で
す
。

　地
域
の
駅
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
進
ん
で
突
き
当
た
り
に
位
置
す

る
本
学
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知
的
人
間
的
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 

北
海
道
内
の
今
年
度
春
卒
業
大
学
生
の
三
月
末
現
在
就

職
内
定
率
は
、前
年
同
期
比
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
八
・

二
％
と
な
り
一
九
九
四
年
以
降
三
番
目
の
高
さ
と
な
り
ま

し
た
。

　
就
職
者
数
は
一
万
一
〇
一
八
人(

う
ち
道
外
は
三
七
五
五

人)

の
最
終
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
景
気
か
ら
回
復
し
、企
業
が

こ
れ
ま
で
控
え
て
い
た
新
規
採
用
を
再
開
し
た
の
が
一
因
と

思
わ
れ
ま
す
。本
学
の
対
応
は
学
生
意
識
と
共
有
し
た
厳

し
い
社
会
情
勢
・
採
用
環
境
に
あ
る
と
の
認
識
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、最
後
ま
で
一
人
一
人
の
学
生
動
向
把
握
と
数
多
く
の

面
談
及
び
学
生
個
人
の
特
性
を
生
か
し
た
指
導
に
よ
り
高

い
就
職
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
北
海
道
内
私
立
大
学
の
二
〇
一
四
年
春
卒
業
予
定
学
生

へ
の
広
報
活
動
解
禁
日
は
、前
年
度
よ
り
２
ヶ
月
繰
り
上
が

り
一
二
月
一
日
か
ら
開
始
。北
海
道
は
前
年
度
よ
り
早
く
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
で
全
国
の
大
学
３
年
生
が
同
時
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。企
業

説
明
会
会
場
で
は
ス
タ
ー
ト
時
期
が
統
一
さ
れ
、本
州
企
業

の
出
展
社
数
が
増
加
し
、北
海
道
企
業
の
採
用
活
動
も
早

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。企
業
説
明
会
開
催
数
は
昨
年
に

比
べ
増
加
傾
向
に
あ
り
、新
規
主
催
者
及
び
説
明
会
開
催

数
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。一
方
、参
加
学
生
数
に
つ
い
て

は
前
半
七
月
頃
ま
で
は
参
加
者
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。原
因
と
し
て
全
体
会
場
数
の
増
加
、一
会
場
当
た
り
の

参
加
者
数
の
減
少
、ウ
ェ
ブ
エ
ン
ト
リ
ー
の
普
及
が
考
え
ら

れ
ま
す
。今
後
は
地
元
大
手
企
業
の
二
次
募
集
、中
小
企
業

の
募
集
本
格
化
に
よ
る
参
加
学
生
数
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
国
際
言
語
学
科
の
学
生
は
応
募
企
業
の
業
界
・
職
種
は

幅
広
く
選
択
で
き
る
反
面
、学
生
自
身
の
応
募
先
決
定
に

つ
い
て
は
個
人
的
希
望
や
こ
だ
わ
り
か
ら
、内
定
確
定
時
期

の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。今
年
は
広
報
活
動
２
ヶ
月
前
倒

し
、採
用
人
数
若
干
増
の
影
響
か
ら
内
定
は
各
社
早
く
な

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
は
国
家
試
験
対
策
に
集
中
し
て

い
る
反
面
、給
食
委
託
企
業
各
社
の
学
内
説
明
会
な
ど
を

皮
き
り
に
、例
年
に
比
べ
早
め
の
就
職
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。秋
口
に
か
け
て
は
、臨
床
・
給
食
実
習
時
期
と
か
さ
な
り

ま
す
が
、引
き
続
き
情
報
提
供
、応
募
機
会
支
援
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
理
学
・
作
業
療
法
学
科
の
学
生
向
け
就
職
講
座
は
三
月

二
十
八
日
、二
十
九
日
開
催
、就
職
説
明
会
は
八
月
三
十

日
に
開
催
し
ま
し
た
。両
学
科
の
就
職
活
動
は
例
年
遅
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。看
護
学
科
の
学
生
向
け
就
職
講

座
は
三
月
二
十
一
日
、四
月
二
十
五
日
に
開
催
。内
定
状
況

に
つ
い
て
は
例
年
よ
り
早
く
、堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
ど
も
発
達
学
科
の
学
生
は
今
年
が
一
期
生
の
就
職
時

期
で
あ
り
、幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・
保
育
士
・
特
別

支
援
学
校
教
諭
等
の
職
種
が
あ
り
、就
職
活
動
時
期
は
秋

口
か
ら
本
格
化
し
ま
す
。

　
今
年
の
特
徴
と
し
て
留
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会

・
説
明
会
が
複
数
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。道
内
企
業
で
も

自
社
に
必
要
と
さ
れ
る
留
学
生
に
対
し
て
は
、積
極
的
な

採
用
活
動
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
八
月
八
日
、九
日
に
は
一
般
企
業
対
象
に
未
だ
内
定
を

貰
っ
て
い
な
い
学
生
を
対
象
に
、学
内
内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。未
内
定
学
生
の
抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
、学
生
個

々
の
気
付
き
を
促
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
方
式
を
採
用
。参
加

者
は
課
題
を
第
三
者
と
自
分
の
目
か
ら
再
認
識
。就
活
再

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
自
身
の
課

題
を
明
確
に
理
解
し
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
企
業
側
の
採
用
意
欲
が
向
上
し
、売
り
手
市
場
の
声
も

あ
る
中
、い
く
つ
も
内
定
が
と
れ
る
学
生
と
全
く
と
れ
な
い

学
生
と
の
二
極
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。又
、学
生
の
安
定

志
向
が
強
ま
り
、応
募
先
は
大
手
事
業
所
、有
名
・
有
力
企

業
に
集
中
し
て
応
募
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、就
職

活
動
中
盤
以
降
は
合
同
企
業
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
個
人
面

接
の
経
験
に
よ
り
学
生
自
身
厳
し
い
就
職
活
動
に
直
面

し
、社
会
の
荒
波
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
同
時
に
社
会
に

出
て
働
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
当
校
で
は
地
元
北
海
道
に
就
職
希
望
す
る
学
生
は
多
く

い
ま
す
が
、北
海
道
本
社
企
業
の
新
卒
用
求
人
は
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。自
分
が
本
当
に
働
き
た
い
業
種
、必
要
と
さ

れ
る
企
業
探
し
と
同
時
に
業
界
・
企
業
分
析
を
よ
り
深
く

検
討
す
る
こ
と
か
ら
、自
分
が
出
来
る
仕
事
内
容
の
視
点
・

範
囲
が
広
が
り
、結
果
と
し
て
応
募
で
き
る
求
人
範
囲
が

増
加
し
ま
す
。

　
今
年
は
採
用
時
期
が
早
ま
る
と
同
時
に
採
用
数
も
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
が
、学
生
の
就
職
活
動
は
夏
が
過
ぎ
る

こ
れ
か
ら
は
、心
身
共
に
疲
労
が
溜
ま
っ
て
く
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。就
職
課
と
し
て
は
一
人
一
人
の
学
生
に
沿
っ
た

対
応
に
心
が
け
る
と
共
に
、一
緒
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
基
本
方
針
か
ら
も
進
路
実
現
に
向
け
て
最
後
ま
で
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
の

知
的
人
間
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

大
学
づ
く
り

名
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萩
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【健康栄養学科　97.6％】

医療機関
100％

【外国語学部　96.4％】

就職状況（学科別）2013年5月1日現在

【作業療法学科　100％】 【理学療法学科　100％】

卸・小売
19.4％

宿泊・飲食
25.3％

サービス・
その他
28.3％

航空・運輸
4.5％

金融・
その他金融
1.5％

情報・通信
1.5％

医療・福祉
6.0％

公務・団体
4.5％
教育・学習支援

9.0％

医療機関
95.0％

障がい者施設
2.5％

老人保健施設
2.5％

【看護学科　100％】

公的病院
41.7％

大学病院
26.9％

医療法人
19.4％

企業立病院
4.5％

公益法人3.0％進学他4.5％

栄養士・管理栄養士職
72．7％

商品開発・
研究・

品質検査他
6．7％

総合職・一般職他
20．6％

11

理事長・学長挨拶 就職課便り 

今
年
度
春
卒
業
生
就
職
結
果
と
平
成
二
十
四
年
三
月

卒
業
生
就
職
状
況
に
つ
い
て
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　後
援
会
の
会
報
の
発
刊
も
、
十
一
号
目
を
数
え
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
間
の
後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に

対
し
ま
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　本
学
も
開
学
以
来
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

順
調
な
歩
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
旺
盛
な
気
力
で

勉
学
を
積
み
重
ね
る
学
生
諸
君
の
力
、
力
強
く
支
え
て
く
だ
さ

る
保
護
者
家
族
の
皆
様
の
力
、
真
摯
な
努
力
を
惜
し
ま
な
い
教

職
員
の
力
、
そ
し
て
大
き
く
包
み
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
地
域
社

会
の
皆
様
の
力
と
い
う
四
つ
の
力
の
総
結
集
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
心
に
深
く
銘
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　先
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
再
認
識
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
性
を
持
ち
な
が
ら
解

決
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
新
し
い
成
長
政
策

の
模
索
、
財
政
の
健
全
化
、
少
子
高
齢
化
、
介
護
医
療
問
題
、

住
民
福
祉
の
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
す
。

　そ
の
状
況
の
中
で
地
域
の
社
会
か
ら
地
域
に
存
在
す
る
大
学

へ
の
期
待
を
集
約
し
て
み
ま
す
。

　そ
れ
は
、
①
地
域
の
総
合
的
研
究
集
団
と
し
て
の
役
割
、
②

地
域
が
高
度
情
報
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
誘
導
的
役
割
、
③

高
度
な
知
識
技
術
の
提
供
と
人
材
育
成
の
役
割
、
④
地
域
の
知

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　本
学
は
こ
れ
ま
で
も
社
会
人
入
学
制
度
や
科
目
等
履
修
生
制

度
に
よ
り
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
を
図
り
、
大
学
図
書
館
等

の
大
学
施
設
を
開
放
し
、
多
岐
に
わ
た
る
公
開
講
座
の
提
供
な

ど
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
期
待
に
で
き
う
る
限
り
に
応
え
る
取

組
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　今
後
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
皆
様
に
貢

献
す
る
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
次
の
観
点
が
必
要

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　①
知
識
移
転
・
教
育
研
究
情
報
の
発
信
推
進
の
た
め
の
組
織

体
制
の
強
化
、
②
知
的
資
源
を
地
域
に
役
立
て
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
化
と
技
術
指
導
方
法
の
具
現
化
、
③
地
域
自
治
体
の
政
策

立
案
や
各
種
調
査
活
動
の
双
方
向
的
な
積
極
的
展
開
、
④
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
学
生
教
職
員
が
地
域
社
会
と
の
連
携
と
協
力

体
制
の
強
化
に
努
め
る
意
識
の
推
進
、
⑤
地
域
社
会
と
の
連
携

や
協
働
を
通
し
て
得
た
成
果
を
互
い
に
評
価
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
互
い
の
人
間
的
成
長
を
確
認
す
る
姿
勢
な
ど
で
す
。

　地
域
の
駅
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
進
ん
で
突
き
当
た
り
に
位
置
す

る
本
学
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知
的
人
間
的
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 

北
海
道
内
の
今
年
度
春
卒
業
大
学
生
の
三
月
末
現
在
就

職
内
定
率
は
、前
年
同
期
比
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
八
・

二
％
と
な
り
一
九
九
四
年
以
降
三
番
目
の
高
さ
と
な
り
ま

し
た
。

　
就
職
者
数
は
一
万
一
〇
一
八
人(

う
ち
道
外
は
三
七
五
五

人)
の
最
終
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
景
気
か
ら
回
復
し
、企
業
が

こ
れ
ま
で
控
え
て
い
た
新
規
採
用
を
再
開
し
た
の
が
一
因
と

思
わ
れ
ま
す
。本
学
の
対
応
は
学
生
意
識
と
共
有
し
た
厳

し
い
社
会
情
勢
・
採
用
環
境
に
あ
る
と
の
認
識
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、最
後
ま
で
一
人
一
人
の
学
生
動
向
把
握
と
数
多
く
の

面
談
及
び
学
生
個
人
の
特
性
を
生
か
し
た
指
導
に
よ
り
高

い
就
職
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
北
海
道
内
私
立
大
学
の
二
〇
一
四
年
春
卒
業
予
定
学
生

へ
の
広
報
活
動
解
禁
日
は
、前
年
度
よ
り
２
ヶ
月
繰
り
上
が

り
一
二
月
一
日
か
ら
開
始
。北
海
道
は
前
年
度
よ
り
早
く
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
で
全
国
の
大
学
３
年
生
が
同
時
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。企
業

説
明
会
会
場
で
は
ス
タ
ー
ト
時
期
が
統
一
さ
れ
、本
州
企
業

の
出
展
社
数
が
増
加
し
、北
海
道
企
業
の
採
用
活
動
も
早

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。企
業
説
明
会
開
催
数
は
昨
年
に

比
べ
増
加
傾
向
に
あ
り
、新
規
主
催
者
及
び
説
明
会
開
催

数
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。一
方
、参
加
学
生
数
に
つ
い
て

は
前
半
七
月
頃
ま
で
は
参
加
者
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。原
因
と
し
て
全
体
会
場
数
の
増
加
、一
会
場
当
た
り
の

参
加
者
数
の
減
少
、ウ
ェ
ブ
エ
ン
ト
リ
ー
の
普
及
が
考
え
ら

れ
ま
す
。今
後
は
地
元
大
手
企
業
の
二
次
募
集
、中
小
企
業

の
募
集
本
格
化
に
よ
る
参
加
学
生
数
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
国
際
言
語
学
科
の
学
生
は
応
募
企
業
の
業
界
・
職
種
は

幅
広
く
選
択
で
き
る
反
面
、学
生
自
身
の
応
募
先
決
定
に

つ
い
て
は
個
人
的
希
望
や
こ
だ
わ
り
か
ら
、内
定
確
定
時
期

の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。今
年
は
広
報
活
動
２
ヶ
月
前
倒

し
、採
用
人
数
若
干
増
の
影
響
か
ら
内
定
は
各
社
早
く
な

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
は
国
家
試
験
対
策
に
集
中
し
て

い
る
反
面
、給
食
委
託
企
業
各
社
の
学
内
説
明
会
な
ど
を

皮
き
り
に
、例
年
に
比
べ
早
め
の
就
職
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。秋
口
に
か
け
て
は
、臨
床
・
給
食
実
習
時
期
と
か
さ
な
り

ま
す
が
、引
き
続
き
情
報
提
供
、応
募
機
会
支
援
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
理
学
・
作
業
療
法
学
科
の
学
生
向
け
就
職
講
座
は
三
月

二
十
八
日
、二
十
九
日
開
催
、就
職
説
明
会
は
八
月
三
十

日
に
開
催
し
ま
し
た
。両
学
科
の
就
職
活
動
は
例
年
遅
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。看
護
学
科
の
学
生
向
け
就
職
講

座
は
三
月
二
十
一
日
、四
月
二
十
五
日
に
開
催
。内
定
状
況

に
つ
い
て
は
例
年
よ
り
早
く
、堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
ど
も
発
達
学
科
の
学
生
は
今
年
が
一
期
生
の
就
職
時

期
で
あ
り
、幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・
保
育
士
・
特
別

支
援
学
校
教
諭
等
の
職
種
が
あ
り
、就
職
活
動
時
期
は
秋

口
か
ら
本
格
化
し
ま
す
。

　
今
年
の
特
徴
と
し
て
留
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会

・
説
明
会
が
複
数
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。道
内
企
業
で
も

自
社
に
必
要
と
さ
れ
る
留
学
生
に
対
し
て
は
、積
極
的
な

採
用
活
動
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
八
月
八
日
、九
日
に
は
一
般
企
業
対
象
に
未
だ
内
定
を

貰
っ
て
い
な
い
学
生
を
対
象
に
、学
内
内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。未
内
定
学
生
の
抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
、学
生
個

々
の
気
付
き
を
促
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
方
式
を
採
用
。参
加

者
は
課
題
を
第
三
者
と
自
分
の
目
か
ら
再
認
識
。就
活
再

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
自
身
の
課

題
を
明
確
に
理
解
し
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
企
業
側
の
採
用
意
欲
が
向
上
し
、売
り
手
市
場
の
声
も

あ
る
中
、い
く
つ
も
内
定
が
と
れ
る
学
生
と
全
く
と
れ
な
い

学
生
と
の
二
極
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。又
、学
生
の
安
定

志
向
が
強
ま
り
、応
募
先
は
大
手
事
業
所
、有
名
・
有
力
企

業
に
集
中
し
て
応
募
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、就
職

活
動
中
盤
以
降
は
合
同
企
業
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
個
人
面

接
の
経
験
に
よ
り
学
生
自
身
厳
し
い
就
職
活
動
に
直
面

し
、社
会
の
荒
波
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
同
時
に
社
会
に

出
て
働
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
当
校
で
は
地
元
北
海
道
に
就
職
希
望
す
る
学
生
は
多
く

い
ま
す
が
、北
海
道
本
社
企
業
の
新
卒
用
求
人
は
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。自
分
が
本
当
に
働
き
た
い
業
種
、必
要
と
さ

れ
る
企
業
探
し
と
同
時
に
業
界
・
企
業
分
析
を
よ
り
深
く

検
討
す
る
こ
と
か
ら
、自
分
が
出
来
る
仕
事
内
容
の
視
点
・

範
囲
が
広
が
り
、結
果
と
し
て
応
募
で
き
る
求
人
範
囲
が

増
加
し
ま
す
。

　
今
年
は
採
用
時
期
が
早
ま
る
と
同
時
に
採
用
数
も
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
が
、学
生
の
就
職
活
動
は
夏
が
過
ぎ
る

こ
れ
か
ら
は
、心
身
共
に
疲
労
が
溜
ま
っ
て
く
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。就
職
課
と
し
て
は
一
人
一
人
の
学
生
に
沿
っ
た

対
応
に
心
が
け
る
と
共
に
、一
緒
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
基
本
方
針
か
ら
も
進
路
実
現
に
向
け
て
最
後
ま
で
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
の

知
的
人
間
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

大
学
づ
く
り

名
誉
会
長

会
　
　
　長
　

副
　会
　長

副
　会
　長

副
　会
　長

監
　
　
　査

監
　
　
　査

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

理
　
　
　事

会
　
　
　計

幹
　
　
　事

幹
　
　
　事

幹
　
　
　事

幹
　
　
　事

鈴
　木
　武
　夫

石
　山
　武
　浩

鈴
　木
　武
　夫

藤
　田
　順
　子

武
　永
　
　
　真

大
　原
　奈
津
子

木
　村
　慶
　吾

村
　上
　伸
　子

斎
　藤
　千
賀
子

石
　黒
　晶
　子

佐
々
木
　育
　映

田
　島
　典
　子

北
　林
　
　
　啓

渋
　谷
　博
　子

中
　上
　美
　伸

四
　谷
　明
　治

後
　藤
　秀
　樹

小
笠
原
　
　
　円

萩
　野
　克
　己

齋
　藤
　弘
　明

佐
　藤
　
　
　進

橘
　内
　
　
　勇

立
　谷
　
　
　整

浅
　見
　晴
　江

荻
根
澤
　則
　文

佐
　藤
　幸
　一

大
　藤
　
　
　昭

【健康栄養学科　97.6％】

医療機関
100％

【外国語学部　96.4％】

就職状況（学科別）2013年5月1日現在

【作業療法学科　100％】 【理学療法学科　100％】

卸・小売
19.4％

宿泊・飲食
25.3％

サービス・
その他
28.3％

航空・運輸
4.5％

金融・
その他金融
1.5％

情報・通信
1.5％

医療・福祉
6.0％

公務・団体
4.5％
教育・学習支援

9.0％

医療機関
95.0％

障がい者施設
2.5％

老人保健施設
2.5％

【看護学科　100％】

公的病院
41.7％

大学病院
26.9％

医療法人
19.4％

企業立病院
4.5％

公益法人3.0％進学他4.5％

栄養士・管理栄養士職
72．7％

商品開発・
研究・

品質検査他
6．7％

総合職・一般職他
20．6％

11

理事長・学長挨拶 就職課便り 

今
年
度
春
卒
業
生
就
職
結
果
と
平
成
二
十
四
年
三
月

卒
業
生
就
職
状
況
に
つ
い
て
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11 平成25年9月25日（水）

　
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
承
知
の
よ
う
に
、北
海
道

文
教
大
学
後
援
会
は
、文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
の
皆

様
相
互
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
会
費

収
入
に
よ
り
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。後
援
会
と
し
て
は
、

微
力
な
が
ら
大
学
と
の
連
携
を
密
に
と
り
連
帯
を
強
め
、会
員
の
皆

様
に
は
活
動
内
容
が
見
え
て
理
解
で
き
る
後
援
会
事
業
を
展
開
す
る

中
で
、大
学
の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は
、地
方
都
市
と
い
う
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
、進
学
校
と
い
わ
れ
る
高
校
か
ら
の
学
生
が
多
数
入
学
し
、優

秀
な
人
材
が
実
学
に
励
み
、今
年
も
多
数
の
国
家
資
格
合
格
や
就
職

者
を
輩
出
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、鈴
木
武
夫
学
長
以
下
、理
事
者
・
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、優
秀
な
学
生
を
社
会
に
輩
出
す
べ
く
日
々
邁
進

し
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し
て
き
た
成
果
の
表
れ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。後
援
会
と
し
て
は
、学
生
・
大
学
・
後
援
会
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
北
海
道
文
教
大
学
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
し
、学
生
た

ち
に
安
心
し
て
学
生
生
活
が
送
れ
る
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、大

学
と
足
並
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
後
援
会
事
業
を
展
開
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
は
、後
援
会
事
業
の
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、会
員
の
皆
様

に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、現
状
を
伝
え
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
１
９
年
度
か
ら
開
始
し
て
今
回

で
１
１
号
の
会
報
と
な
り
ま
す
。本
号
で
は
、会
員
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
た
い
事
柄
や
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）平
成
２
５
年
度
　
後
援
会
総
会
に
つ
い
て

　
平
成
２
４
年
度
よ
り
、入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説
明
会
が

あ
り
、総
会
は
こ
れ
が
終
了
し
た
後
に
開
始
と
な
り
、参
加
者
が
例
年

よ
り
減
り
ま
し
た
。昨
年
は
申
込
予
定
数
よ
り
参
加
者
が
２
７
名
と

少
な
か
っ
た
が
、今
年
度
は
４
１
名
と
増
え
、ご
出
席
さ
れ
た
各
々
が

後
援
会
活
動
に
対
し
て
関
心
が
高
く
、活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
４
月
６
日（
土
）１
３:

３
０
〜
１
４:

４
０

◎
会
　
場
　
　
北
海
道
文
教
大
学
　
本
館
2
階
　
大
講
堂

◎
参
加
者
　
　
参
加
者
４
１
名
、委
任
１
４
１
６
人
＝
１
４
５
７
人
／

　
　
　
　
　
　
会
員
総
数
２
４
５
８
名（
総
会
成
立
５
９.

３
%
）

　
　
　
　
　
　
役
員
５
名（
遠
山
会
長
・
石
山
副
会
長
・
木
村
副
会
長

　
　
　
　
　
　
・
佐
藤
監
査
・
武
永
監
査
）

◎
議
　
事
　
　（
１
）平
成
２
４
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
２
）平
成
２
４
年
度
決
算
報
告
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
３
）平
成
２
５
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
４
）平
成
２
５
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　（
５
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
会
則
」の
改
定
に
つ
い
て
、

（
２
）第
１
回
役
員
会
に
つ
い
て

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
６
月
７
日（
金
）１
８:

１
０
〜
１
９:

４
５

◎
会
　
場
　
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
別
館
４
階（
ひ
な
げ
し
）

◎
参
加
者
　
　
後
援
会
理
事
１
５
人
　
学
校
理
事
４
人
　
計
１
９
人

　
　
　
　
　
　
／
２
７
人

◎
次
　
第
　
　
１
開
会
の
辞
、２
後
援
会
会
長
挨
拶
、３
役
員
自
己
　

　
　
　
　
　
　
紹
介(

名
簿
順
に
出
席
者
１
９
人)

、

◎
議
　
題
　

・
報
告
事
項

　
　
　
　
　
　（
１
）平
成
２
５
年
度
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て
、（
２
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
慶
弔
内
規
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、（
３
）「
課
外
活
動
に
対
す
る
助
成
」に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て
、（
４
）そ
の
他
　
特
に
意
見
な
し

・
審
議
事
項

　
　
　
　
　
　（
１
）役
員
の
選
出
に
お
け
る
交
代
者
の
選
出
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て（
２
）「
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
旅
費
内
規
」の

　
　
　
　
　
　
制
定
に
つ
い
て（
３
）平
成
２
５
年
年
度
北
海
道
文
教

　
　
　
　
　
　
大
学
後
援
会
事
業
等
計
画
に
つ
い
て
検
討
。（
４
）キ

　
　
　
　
　
　
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て（
５
）ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
選
任
に
つ
い
て（
６
）そ
の
他⇒

　
　
　
　
　
　

＊
大
学
側
か
ら
後
援
会
へ
検
討
依
頼
あ
り
。

①
後
援
会
文
庫
予
算
に
つ
い
て

②
学
生
指
導
助
成
予
算
に
つ
い
て

（
３
）平
成
２
５
年
度「
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」に
つ
い
て

　
以
下
の
内
容
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
平
成
２
５
年
７
月
１
２
日（
金
）１
２:

０
０
〜
１
４:

５
０

◎
会
　
場
　
　
北
海
道
文
教
大
学
本
館（
６
号
館
）1

階
大
会
議
室

◎
出
席
者（
後
援
会
）

　
　
　
　
　
　
石
山
会
長
・
藤
田
副
会
長
・
武
永
副
会
長
・
木
村
監
査

　
　
　
　
　
　
・
大
原
監
査
・
北
林
理
事
・
田
島
理
事
・
佐
々
木
理
事
・

　
　
　
　
　
　
村
上
理
事（
９
人
）

　
　
　
　
　
　（
大
　
学
）　
浅
見
局
長
・
荻
根
澤
局
次
長
・
佐
藤
財

　
　
　
　
　
　
務
部
長
・
曽
我
教
授
・
大
藤
次
長（
５
人
）計
１
４
人

◎
会
長
挨
拶
　

　
　
　
　
　
　
・
後
援
会
及
び
大
学
か
ら
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
い

　
　
　
　
　
　
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
生
た
ち
の
様
子
を
直
か

　
　
　
　
　
　
に
見
学
し
、快
適
な
環
境
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す
。必
要
な
も
の
が

　
　
　
　
　
　
あ
れ
ば
大
学
側
と
協
議
し
て
設
置
す
る
な
ど
し
て
い

　
　
　
　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
、こ
こ
で
学
生
達
の
た
め
に
大

　
　
　
　
　
　
学
側
と
係
わ
れ
る
の
も
、文
教
大
学
に
入
学
し
て
く

　
　
　
　
　
　
れ
た
子
ど
も
が
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
思
い
、大
学
・

　
　
　
　
　
　
学
生
・
後
援
会
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、全
て
の
事
業

　
　
　
　
　
　
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
内
　
　
容
　

　
　
　
　
　
　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認⇒

（
１
）学
校
側
か
ら
後
援
会

　
　
　
　
　
　
へ
の
要
望
提
案
、（
２
）キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、（
３

　
　
　
　
　
　
）報 

告 

会
、（
４
）伝
達
・
確
認
事
項
、（
５
）そ
の
他

　
　
　
　
　
　
・（
１
）学
校
側
か
ら
後
援
会
へ
の
要
望
提
案
あ
り

　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
が
９
０
％
を

　
　
　
　
　
　
超
え
て
い
る
。W

i-
f i

環
境
を
整
え
た
い
。国
家
試
験

　
　
　
　
　
　
対
策
な
ど
勉
強
や
調
査
へ
の
支
援
の
た
め
だ
が
、一
方

　
　
　
　
　
　
で
情
報
管
理
の
必
要
性
あ
り
、要
検
討
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
・（
２
）キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ（
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
本
館(
６
号
館
：
展
望
、茶
室)

↓
鶴
岡
記
念
図
書
館(

　
　
　
　
　
　
司
書
説
明)
↓
学
生
食
堂[

昼
食]

↓
大
学
会
館(

更
衣

　
　
　
　
　
　
室)

↓
２
号
館(
作
業
療
法
学
科)

↓
３
号
館(

理
学
療

　
　
　
　
　
　
法
学
科)

↓
体
育
館
↓
サ
ー
ク
ル
会
館(

学
友
会
：
委

　
　
　
　
　
　
員
長
挨
拶)

↓
野
外
グ
ラ
ン
ド
↓
５
号
館(

看
護
学
科

　
　
　
　
　
　)

↓
８
号
館(

こ
ど
も
発
達
学
科)

↓
１
号
館(

健
康
栄

　
　
　
　
　
　
養
学
科)

　
　
　
　
　
　
・（
３
）報 

告 

会⇒

参
加
役
員
よ
り
気
づ
い
た
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
ど
を
発
表
し
、大
学
側
と
の
意
見
交
換
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
更
衣
室
の
通
路
や
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
、広
く
学
生

　
　
　
　
　
　
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聞
く「
改
善
箱
」や「
投
書
箱
」の

　
　
　
　
　
　
か
わ
り
に
一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
と
、き
れ
い
な
環
境
、充
実
し
た
設
備
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
で
学
生
生
活
を
送
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
感
、本

　
　
　
　
　
　
事
業
に
参
加
し
役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
か
っ

　
　
　
　
　
　
た
、誇
り
を
も
っ
て
受
験
を
控
え
る
高
校
生
や
そ
の
保

　
　
　
　
　
　
護
者
に
文
教
大
学
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
等
の
声
が

　
　
　
　
　
　
上
が
っ
た
。ま
た
、学
生
会
館
前（
コ
ン
ビ
ニ
前
）の
イ
ス

　
　
　
　
　
　
の
老
朽
化
の
改
善
や
、野
外
の
イ
ス
の
増
設
、吹
奏
楽

　
　
　
　
　
　
部
の
楽
器
の
適
切
な
管
理
、図
書
館
や
食
堂
な
ど
人

　
　
　
　
　
　
の
集
ま
る
場
所
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
等
、前
向
き
な
意

　
　
　
　
　
　
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、大
学
施
設
及
び
学
内
に
お
け

　
　
　
　
　
　
る
学
生
の
様
子
を
見
、聞
き
、知
る
こ
と
で
、施
設
の

　
　
　
　
　
　
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
認
識
し
事
業
計
画
に

　
　
　
　
　
　
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、単
に
見
学
会
と
い

　
　
　
　
　
　
う
類
い
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
・（
４
）伝
達
・
確
認
事
項
、そ
の
他

　
　
　
　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
１
０
月
１
１
日(

金)

１
０
時
〜
１
３
日(

日)

　
大
学
祭

　
　
　
　
　
　（
恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　
　
　
　
　
１
０
月
１
３
日(

日)

１
０
時
〜
　
父
母
懇
談
会（
恵
庭
）

　
　
　
　
　
　
１
１
月
１
０
日(

日)

１
７
時
〜
　
第
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ（
札
幌
）

　
　
　
　
　
　
１
２
月
５
日(

木)

１
８
時
〜
　
第
２
回
後
援
会
役
員

　
　
　
　
　
　
会（
札
幌
）

　
以
上
、報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
冒
頭

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、本
会
報
に
会
員
の
皆
様
に
後
援
会
活
動
を

お
知
ら
せ
し
て
ご
理
解
、ご
協
力
を
得
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。是
非
、ご

一
読
頂
き
後
援
会
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い

。そ
れ
ら
を
後
援
会
事
業
に
反
映
さ
せ
て
事
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

後
援
会
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
の
で
、活
動
に
行
き
届
か
な
い
点
が

多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
一
緒
に
後
援
会

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。な
か
な
か
役
員
の
成
り
手
が
お
り
ま

せ
ん
の
で
、学
生
の
た
め
に
も
次
年
度
に
向
け
て
是
非
ご
検
討
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　

　
最
後
に
、会
員
の
皆
様
に
は
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、今
後
と
も
後
援

会
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
な
お
一
層
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
平
成
二
十
五
年
度
の
後
援
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
」

　北
海
道
文
教
大
学
の
大
学
祭
は
今
年
で
十
五
回
を
数
え
、大
学
祭
実
行

委
員
会
は「
紡
ぎ
〜
今
ま
で
と
そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
」を
テ
ー
マ
に
、今
ま
で

大
学
祭
で
得
た
も
の
に
新
し
い
事
を
取
り
入
れ
、更
な
る一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
く
。そ
れ
と
と
も
に
、様
々
な
人
と
繋
が
り
、そ
の
絆
を
紡
ぐ
こ
と
で
こ
れ

か
ら
の
大
学
祭
に
活
か
せ
る
よ
う
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。父
母
の
方
々
、

地
域
の
方
々
、本
学
学
生
、大
学
祭
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
方
が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。お
時
間
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
と
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
学
生
た
ち
の
活
気
に
溢
れ
た
大
学
祭

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

　程

十
月
十
一・
十
二
・
十
三
日（
金
・
土
・
日
）

※

一
般
公
開
は
十
二
・
十
三
日（
土
・
日
）

場

　所

北
海
道
文
教
大
学

恵
庭
市
黄
金
中
央
五
丁
目
一
九
六
番
地
の一

０
１
２
３（
３
４
）０
０
１
１

時

　間

十
二
日（
土
）十
時
〜
二
十
一
時

十
三
日（
日
）十
時
〜
十
九
時
三
十
分
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¥500,000

¥43,502,802¥43,522,145 ¥45,057,662

¥1,600,000

¥30,650,000

¥4,500,000

¥2,000,000

¥4,252,802

¥43,502,802

¥500,000

¥600,000

¥11,500,000
¥1,000,000
¥9,500,000
¥1,000,000
¥4,000,000
¥1,000,000
¥3,650,000
¥4,500,000
¥5,000,000
¥800,000
¥200,000

¥1,000,000

¥700,000

¥1,600,000

¥27,300,000 ¥25,625,816

¥7,922,145

¥2,000,000

¥4,000,000

¥2,000,000

¥3,063,240

¥6,222,200

¥1,222,200

¥5,000,000

¥43,522,145 ¥38,682,860

¥700,000

¥600,000

¥9,500,000
¥1,000,000
¥7,500,000
¥1,000,000

¥1,000,000

¥321,150

¥1,450,454

¥321,150

¥576,329

¥8,684,059
¥1,000,000
¥6,684,059
¥1,000,000

¥4,000,000
¥800,000
¥3,000,000

¥4,000,000
¥770,600
¥2,943,370

¥4,000,000 ¥3,948,122
¥5,000,000

¥6,374,802

¥45,057,662
¥38,682,860

¥800,000
¥4,661,015
¥588,650

¥200,000 ¥30,000

¥874,125

総会・役員会等案内状郵送 

総会費用、紅白饅頭  

役員会・交通費  

総会・役員会等案内状郵送

総会費用、紅白饅頭（入学式）  

役員会・交通費  

サークル助成  

学友会助成  　　　　　　　　　　 

大学祭・体育大会等行事助成

学友会助成  

サークル助成、吹奏楽部楽器購入

大学祭・体育大会等助成

書籍の購入 

懇親会等助成  

卒業記念品・紅白饅頭  

卒業祝賀会費用 

就職講座等 

会報(年2回）・広報活動 

香典

2,000円×2,250人  

周年記念事業等 

書籍（問題集含む）の購入

大学祭模擬店食券助成

卒業記念品・紅白饅頭

卒業祝賀会費用 

就職講座等 

会報２回

香典

（7）

（1）ｻｰｸﾙ会館ﾎｰﾙ整備費

（8）
（7）
（8）

学生指導助成 

流し台等什器設備購入設置

周年記念事業等  

学友会用ユニットハウス新設

¥6,374,802
¥37,125,000

¥3,000

¥8,869,145
¥34,650,000

¥3,000

¥8,869,145
¥36,184,500

¥4,017 普通預金利息 
16,500円×2,250人

普通預金利息 
16,500円×2,193人

平成25年4月6日 　定期総会（入学式終了後）

平成25年4月21日 　第１回ワーキンググループ

平成25年6月7日(金) 　第１回役員会（18時～　札幌）

平成25年7月12日（金） 　キャンパスウォッチング（12時～　恵庭）

平成25年10月11日(金)～平成25年10月13日(日) 　大学祭（３日間）の助成

平成25年10月 　父母懇談会（恵庭キャンパス）助成 大学祭の期間に実施

平成25年10月下旬 　中間監査

平成25年11月10日(日) 　第２回ワーキンググループ（17時～　札幌）

平成25年12月5日(木) 　第２回役員会（18時～　札幌）

平成26年2月 　第３回ワーキンググループ

平成26年3月 　平成２５年度学位記授与式記念品助成

平成26年3月 　平成２５年度卒業祝賀会及び同窓会入会式

平成26年3月 　監　　査

平成26年3月 　第３回役員会

第
十
五
回
北
海
道
文
教
大
学 

大
学
祭『
榮
凛
祭
』
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（2）70周年記念事業特別積立金
（1）ｻｰｸﾙ会館ﾎｰﾙ整備費

（2）70周年記念事業特別積立金


